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INFOMATION

「牛群検定を暑熱対策に利用しよう！」

　一般社団法人　家畜改良事業団　　　　　
情報分析センタ－次長　相原　光夫

１　はじめに
牛群検定は、我が国では昭和50年２月に開始されて
以来40年近く継続している酪農の生産基盤を担う事業
です。しかしながら、その普及率は全国の農家の46.9％
に留まり、酪農先進国と比べると決して高くはありませ
ん。牛群検定の普及が伸び悩む原因のひとつには、検定
成績の活用が十分でないことがあげられます。牛群検
定には大きく４つの機能があります。（１）飼養（健康）
管理、（２）繁殖管理（３）乳質・衛生管理、（４）遺伝
的改良の４つです。今回話題とする暑熱対策もこれらの
機能の中で、ある程度確認することができます。しかし
ながら、「何故？牛群検定で暑熱対策などができるのだ
ろうか？」と思われる方も多いと思います。本稿では牛
群検定成績のここをみれば、牛群に暑熱による影響が出
ているということが分かるようにしめしましたので、「牛
群検定はこのような使い方があるのか！」と検定成績の
幅の広さを認識して頂ければ幸いです。そして、検定成
績を活用できないでいる農家にご指導頂き、牛群検定に
未加入の農家にも、牛群検定への加入を薦めて頂きたい
と思います。

２　暑熱対策とは？
暑熱対策を講じるには、次の３つの面から検討しなけ
ればなりません。暑熱対策に「もう十分」はありません。
常にチェックするようにしましょう。
（１）牛を暖めない（日射し対策や屋根の加工など）
（２）牛を冷やす（送風扇やミスト、毛刈りなど）
（３）牛から熱を出さない（良質粗飼料を夜の涼しい
　　時に与える、十分な飲水など）
（１）と（２）はどちらかというと牛舎の設備等の工夫、
（３）は飼養管理面の工夫といえると思います。

３　モニタリング
さて、前述のような暑熱対策を、多くの酪農家の方々
はすでに行われていると思います。しかし、問題はその
行った暑熱対策の効果が十分であったかどうかをチェッ
クする必要があるということです。牛はモノをいいませ
んので、代わりに牛の声を牛群検定を通じて聞いてあげ
なければなりません。このことをモニタリングといいま
す。
モニタリングのわかりやすい方法は、現在の状況と前

年とを比較してみることです。毎年、同じ暑熱対策をし
ていたのでは、毎年同じ結果にしかなりません。前年に
工夫したけど結果が乏しかった場合には、何かが足りな
かったのでしょうから、さらに工夫をしていかなければ
なりません。
図に検定成績表の１枚目の牛群成績のうち移動13カ
月成績を示しました。この図は、本年７月に検定を行っ
たと仮定したものです。この図を使って暑熱対策のモニ
タリングにはどこをみればよいのか解説していきましょ
う。

１）標準乳量
標準乳量とは、検定日に立会した１頭ごとの乳量を
産次や分娩季節、搾乳日数などで補正した乳量なので、
異なる条件下にある牛たちを同じ土俵の上で比較する
ことが可能な数値です。標準乳量は暑熱対策のモニタ
リングとして最も良く用いられるもので、四季それぞ
れの乳量も同じ土俵で比較することができます。図で
は、昨年の７、８、９月に標準乳量が低く、10月以降
に高くなっていることが示されています。従って、７、
８，９月は暑熱の影響を受けていると推測できます。ま
た、このなかでも９月が最も標準乳量が低くなってい
ることから、施している暑熱対策では効果が得られな
いような暑さになったか、あるいは暑熱対策を早めに
やめてしまったなどの可能性などが示唆されます。本
年も昨年同様に７月から乳量が下がり始めていますの
で、昨年以上の暑熱対策が必要なことがわかります。

２）体細胞数
夏季は牛の体力（健康）が低下することで抵抗力が
減り、乳房炎を罹患しやすい、すなわち体細胞数が増
加する時期です。
図の体細胞情報では、昨年の８、９月の体細胞数が
増加していることが分かりますので、夏バテから牛の
体力が低下していることが考えられます。
また、体細胞数からはもうひとつ大事な情報がわか
ります。それは、暑熱期における湿気対策です。特に、
梅雨の６～７月、秋雨の９～10月には注意が必要で
す。気候的に湿気が高い時期にミストや散水を多用す
ると、牛床が乾燥しなかったり、牛体に付着した水滴
が乾燥せずに、乳房炎発症の温床となってしまうこと
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があります。図でも、昨年の８、９月、本年の６月と
体細胞数が高いことがわかりますので、この農家の湿
気対策、牛床の管理に課題があると推測できます。

３）繁　殖
夏季には繁殖性が低下してしまうことはよく知られ
ているところです。繁殖成績というと受胎率を思い浮
かべる方が多いかも知れません。しかし、暑熱がおよ
ぼす繁殖への影響としては、「良い発情が来ないので
授精を見送る」という事例が多いことがあげられます。
すると、良い発情を厳選しているので夏季でも受胎率
は低下していないが、発情を見送っただけ繁殖として
は長期化しているという事例も多数存在します。そこ
で、授精状況でモニタリングする内容としては、図に
示した授精頭数の増減が目安となります。図の例でも、
夏季の授精頭数が激減しており、夏季に良い発情が来
ていないことが推測できます。
繁殖をモニタリングする方法はＪＭＲなどもありま
すが、規模の小さい農家ですと、数頭のＪＭＲが長期
化している牛に引っ張られて値を判断できなくなるこ
ともありますので、注意が必要です。

４）モニタリングまとめ
図の例の農家は、昨年の成績である標準乳量、体細
胞数、繁殖のすべての項目で、暑熱対策は不十分だっ
たとうかがわれます。本年も見直しをしなければ、同
じ結果が繰り返されることになってしまいます。

４　飼料設計
昨年の轍を踏まないように、前述の２であげた暑熱対
策を再チェックするようにします。検定成績表では、飼
料面からある程度のチェックができます。

１）乳脂率と乳蛋白質率
７～９月に乳脂率が低下するようでしたら、粗飼料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の食い込みが低下していることが原因と考えられま
す。しかし、暑熱により採食量が減量する飼料は、乾
草＞サイレージ＞濃厚飼料の順になります。これは、
粗飼料の繊維がルーメンでの発酵熱の発生に影響する
ためですので、食い込ませるには次のようなことに留
意します。①良質なもの、②給与回数の増加、③切断
長の短縮、④夜間給与など。そして、粗飼料の食い込
みが減量した分は濃厚飼料で補うことも重要です。こ
の時期の乳蛋白質率が低下していれば、減量分のエネ
ルギーを補いきれていないことを示します。
また、夏季にサイレージを日中まとめて与えるのは
良くありません。サイレージが２次発酵して、熱を出
して牛舎内の温度を上げてしまうことがあるからで
す。これは暑熱対策だけでなく飼料の劣化をも意味し
ます。ただでさえ、濃厚飼料多給になりがちな夏季で
すから、サイレージの劣化はルーメンアシドーシスの
引き金になることもあります。

２）ＭＵＮ
７～９月にＭＵＮが増加し14mg/dl（地域差あり）
を越えるようでしたら、蛋白飼料過多です。蛋白飼料
は、炭水化物や脂肪と比べ、体内での熱の発生量が大
きいことが知られていますので、適切な量を与えるこ
とが重要です。代表的な蛋白飼料は、豆科乾草、大豆粕、
豆腐粕等です。ただし、生粕類は、この時期、変質し
やすいので更に注意が必要です。

３）その他
①　飲水
　新鮮で十分な飲水量を確保することは最も重要で
　す。
②　ミネラル
　発汗と流涎からＮａ（ナトリウム）とＫ（カリウム）
　が不足します。重曹等で補うことが良く行われてい
　ます。

暑熱対策のモニタリング 
 
 
 
 
 
 
 


